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今月のトピックス 

将棋の日 
11月 17日は将棋の日です。将棋は先の先を読むゲームで、最近はコンピュータと名人の

対決で注目を浴びています。今回は“将棋”についての本をご紹介いたします。 

 ●『ドキュメントコンピュータ将棋』 松本博文/著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 7９６マ  

●『加藤一二三の３手詰め』 加藤一二三/著 創元社 7１２.１コ 

●『将棋世界』（雑誌） 日本将棋連盟出版部 

特別整理休館と本のリサイクル 

11月７日（月）～１８日（金）は、蔵書点検のため全館休館させていただきます。 

本を返却される方は、本館ブックポスト、または津島総合案内所ポストまでお願いいたします。 

また、１９日（土）より、使われなくなった本・雑誌のリサイクルを行ないます。 

お１人様５点まで、無くなり次第終了となります。ぜひご利用ください。 

◆『甚目寺説教源氏節 もくもく座』/◆『芸術の秋 図書館コンサート』要入場整理券（配布終了） 

 

 

地域の歴史に親しむ講座 『津島上街道』＊申込不要・無料 

 

 

 

       『ボールペン画教室』＊お申込みは当館事務室にて（1回500円） 

日 時 １１月～3月の第２、４木曜日（全１０回） 

午後２時～４時 ※１０日（木）は休館中のため30分前に開場 

場 所 津島市立図書館 ２Ｆ小集会室  定 員 15名 

講 師 吉田 栄介氏（日本ボールペン画協会） 

日 時 １１月１９日（土） 午後２時から 

場 所 津島市立図書館 ２階大集会室 

講 師  黒田 剛司氏（天王文化塾頭） 

 

津島と名古屋を結び、現在の名鉄線とほぼ同じ道筋である「津島上街道」。津島神社の参詣路として、

また、商業の街津島として多くの商人が行き交い、物流の重要な街道として賑わいました。 

そんな津島の繁栄を担った上街道の歴史について、詳しくたどりながら紐解いていきます。 

日 時 １１月１３日（日）もくもく座午前10 時～/図書館コンサート午後２時～／ 場 所 津島市立図書館  

  

 

☆図書館でインターネットがご利用できます 

今月１９日よりインターネット検索ができるパソコンを新たに設置いたします。是非ご利用ください。 

場 所 レファレンスカウンター隣 ／ 利用時間 １人につき３０分まで 

特別整理休館中の蔵書検索および予約停止について 

システム変更のため11月６日（日）18時～１９日（土）9時まで、サービスを一時中断いたします。 

 



 
新 着 図 書 

『地形由来でみる東京の地名』 山内 和幸／著 まつお出版 2９１.３ヤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベストリーダー 
 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

☆図書館のホームページがバージョンアップします 

図書館のホームページに新たなサービスが加わります。過去に読んだ本、今後読みたい本が登録でき

る「本棚機能」に加え、読んだ本を評価できる「レビュー機能」を追加しました。また、当館発信のメ

ールドメインが〝@lib.tsushima.aichi.jp〟に変更となります。受信設定の確認・変更をお願いします。 

 

キーワードは「津島市立図書館」で検索。アドレスは http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

休館日 
（蔵書点検） 

７日（月）～１８日（金） 

（整理休館日）２２日（火） 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『図書館ホスピタル』三萩せんや/著 ←大学を卒業して間もない悦子は謎の多い図書館で働く事となる。 

『受難』帚木蓬生/著 ←フェリー事故、IPS 細胞で蘇生した少女。２つの事柄が国家の大事件と絡み合う。 

『家族のゆくえは金しだい』信田さよ子/著 ←家庭や現代社会に潜む様々な悩み。事例をあげて解決策を。 

『日本史有名人の身体測定』篠田達明/著 ←世紀を超えた掟破りの身体検査。パーソナルデータがわかる。 

『母の恋文』下重暁子/著 ←著者の両親が結婚前に 100 通近い手紙のやり取りをしたというその内容は。 

『老化とたたかう漢方薬入門』関水康彰/著 ←漢方薬を適切に使い五臓をいたわれば老化から体を守れる。 

『すごろく巡礼』松崎有理/著 ←代書屋のミクラには思いを寄せる女性がいた。彼女を探しに辺路島へ。 

『ずんずん！』山本一力/著 ←デザイン会社勤務の実川玉枝は牛乳配達店の心暖まる出来事を広告にする。 

『花森安治と「暮しの手帖」』山田俊幸・岩崎裕保/著 ←『暮らしの手帖』の表紙を描いた花森氏を特集。 

『図解「灘→東大理Ⅲ」の３兄弟を育てた母の秀才の育て方』佐藤亮子/著 ←東大合格の必勝法を伝授。 

    おいしいおかず１００レシピ！！』神野佳奈子/監修 

 

 

渋谷・品川・麻布・池袋など、東京の地名は行ったことがなくてもどこか

で聞いた事のある名前で溢れています。でもその地名の由来を知っている人

となると東京在住の人でも少ないのではないでしょうか。 

この本は東京の地名の由来について、地形の歴史から考える内容になって

います。現在の東京は半分以上が埋め立てた土地で、そのほとんどが湿地帯

でした。例えば浅草の「浅」は水が滞る意味で、「草」は腐るというのが語

源とされて〝荒涼とした低湿地〟であったことを指しています。他にも名古

屋市千種区や、大垣市浅草が同じ意味合いで付けられた地名と言うことも紹

介されており、地名の深読みがとても面白い本となっています。 


